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近近未未来来コンクリートコンクリート研研究会の活動状究会の活動状況況
初期ひび割れの抑制技術研究協議会

（Ｃ協議会）の活動
主査査　竹田 宣竹田　宣典 広島工業大学教　広島工業大学教授

　初期ひび割れの多くは、材料と配合に起因する場合が多い。コンクリートの施工後に生じるため、施工者にその初期ひび割れの多くは、材料と配合に起因する場合が多い。コンクリートの施工後に生じるため、施工者にその責

任が課せられることがほとんどであるが、設計段階から検討を始めないと制御できない。材料および配合の検任が課せられることがほとんどであるが、設計段階から検討を始めないと制御できない。材料および配合の検討

では、部材厚さが小さいと乾燥収縮の抑制のため、材料の特性である収縮の小さい材料を選択し、配合面ではでは、部材厚さが小さいと乾燥収縮の抑制のため、材料の特性である収縮の小さい材料を選択し、配合面では単

位水量の低減が一つの目安となる。部材の厚さが大きいと、セメントの水和熱が部材内部に蓄積され、その放熱位水量の低減が一つの目安となる。部材の厚さが大きいと、セメントの水和熱が部材内部に蓄積され、その放熱時

の収縮で生じる温度ひび割れが生じやすい。これを抑制するには、単位セメント量を低減し、できれば低発熱性の収縮で生じる温度ひび割れが生じやすい。これを抑制するには、単位セメント量を低減し、できれば低発熱性の

セメントの使用が望ましいが、これらの対策のいずれもが設計段階で決定される場合が多い。初期ひび割れの抑セメントの使用が望ましいが、これらの対策のいずれもが設計段階で決定される場合が多い。初期ひび割れの抑制

は、設計者（構造物の発注者）、コンクリートの製造者（レディーミクストコンクリート製造者）、建設会社の皆さんが共は、設計者（構造物の発注者）、コンクリートの製造者（レディーミクストコンクリート製造者）、建設会社の皆さんが共同

で検討するべき課題である。この協議会はだれが何をすればで検討するべき課題である。この協議会はだれが何をすれば初

期ひび割れを抑制できるかを提案する予定で進められている。

具体的には、下記の内容について検討している具体的には、下記の内容について検討している。

①温度ひび割れがよく発生する構造物の事例と対策

②フライアッシュ高添加による温度ひび割れの抑制

③初期ひび割れ抑制のための適切な養生方法

④初期ひび割れを低減するために、“やってよいこと、やって④初期ひび割れを低減するために、ʠやってよいこと、やっては

いけないこと”を明確にしたチェックリスいけないことʡを明確にしたチェックリスト

構造物の生産性技術向上研究協議会
（Ｐ協議会）の活動

主査査　坂本 英坂本　英輔 広島工業大学准教　広島工業大学准教授

　生産性向上は、建設会社の努力だけでは進まない。将来の技能者不足は様々な分野で指摘されており、すで

に外国人労働者に頼っている分野も多い。これらの現状を直視すると、生産性向上を実現する技術は、ロボッ

トやＩｏＴ、ＡＩなどの活用が必須となり、あらゆる分野に改革が必要と考えられトやＩｏＴ、ＡＩなどの活用が必須となり、あらゆる分野に改革が必要と考えられる。この協議会では、現状すで

に進められている無人化の建設機械やＡＩ技術などの調に進められている無人化の建設機械やＡＩ技術などの調査

や、参加者によるマシンガイダンスやドローンを活用した

現場管理の実例紹介などを通して、建設分野の生産性向上

においてさらなる展開が叶うように議論を重ねている。

また、先端技術だけでなく、様々な立場の参加者による建

設現場の現状の把握と課題の整理を併せて行っており、も

の作りから書類作りへの偏向や仕様に縛られすぎて杓子

定規になっているという現状の問題点が浮き彫りになっ

てきている。それらを受け、現状の現場に即座に適用でき

る課題解決のための提案や改革などを検討しており、それ

らは総会での報告を予定している。

ＲＣ構造物の延命化技術研究協議会
（Ｍ協議会）の活動

主査査　江良 和江良　和徳 コンクリートメンテナンス協会技術委員　コンクリートメンテナンス協会技術委員長

　これまでに建設されたコンクリート構造物は総量として100100億弱とされている。そのような大量の社会資とされている。そのような大量の社会資

本ストックの中で橋梁に着目すると、約本ストックの中で橋梁に着目すると、約73万橋存在するといわれる橋長2ｍ以上の道路橋の多くが、すでに老ｍ以上の道路橋の多くが、すでに老

朽化や劣化による性能低下が懸念される状態に陥っているとの報告もある。高耐久性構造物として設計、施朽化や劣化による性能低下が懸念される状態に陥っているとの報告もある。高耐久性構造物として設計、施工

されたコンクリート構造物も、環境条件や使用材料によってはさまざまな要因によって劣化が進行し、鉄筋されたコンクリート構造物も、環境条件や使用材料によってはさまざまな要因によって劣化が進行し、鉄筋腐

食やコンクリートのひび割れ、構造物の脆弱化などが進行しつつある。かつてはメンテナンスフリーと謳わ食やコンクリートのひび割れ、構造物の脆弱化などが進行しつつある。かつてはメンテナンスフリーと謳われ

たコンクリート構造物であるが、今やそれら社会インフラの長寿命化、延命化の方策は喫緊の課題であるとたコンクリート構造物であるが、今やそれら社会インフラの長寿命化、延命化の方策は喫緊の課題であるとい

わざるを得ない。コンクリート構造物の劣化機構は、塩害、ＡＳＲ、中性化、凍害、化学的腐食など多岐にわたりわざるを得ない。コンクリート構造物の劣化機構は、塩害、ＡＳＲ、中性化、凍害、化学的腐食など多岐にわたり、

それらが複合的に作用する場合も少なくない。近年ではようやく近接目視や打音による構造物の点検が義務それらが複合的に作用する場合も少なくない。近年ではようやく近接目視や打音による構造物の点検が義務付

けられたが、すでに変状が表面化した段階では内部で鉄筋腐食はかなり進行している状態であると考えるべけられたが、すでに変状が表面化した段階では内部で鉄筋腐食はかなり進行している状態であると考えるべき

であり、事後保全から予防保全への移行が強く求められている。しかし、これらの状況に対して社会インフラであり、事後保全から予防保全への移行が強く求められている。しかし、これらの状況に対して社会インフラの

適切な維持管理、延命化のための予算と人材が不足していることも指摘されており、未だ抜本的な解決の糸適切な維持管理、延命化のための予算と人材が不足していることも指摘されており、未だ抜本的な解決の糸口

は見出されてはいない。

そのような社会状況を踏まえ、この協議会では、コンクリート構造物の適切な延命化、長寿命化を図るため　そのような社会状況を踏まえ、この協議会では、コンクリート構造物の適切な延命化、長寿命化を図るための

維持管理全般について、現状の把握と課題の抽出・整理を行うとともに、課題解決のための具体的な方策につ維持管理全般について、現状の把握と課題の抽出・整理を行うとともに、課題解決のための具体的な方策につい

て、産官学の参加者が意見交換をしながらそれぞれの立場で何をなすべきかの議論を重ねている。
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